
裁
判
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
七
条
の
二
第
三
項
中
「
な
つ
た
と
き
」
の
下
に
「
、
又
は
修
習
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
修
習
資
金
を
返

還
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
で
あ
る
事
由
と
し
て
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
事
由
が
あ
る
と
き
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。


